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I.は じめに

　果実、種実および豆類な どの植物性食品には、抗酸化

物質であるポリフェノール類が多 く含まれている。アズ

キ(Vigna　 angularis)に もポ リフェノール類が多量 に含

まれていることが知 られている1)が 、これまであんの加

工やあんの色調 ・風味等の品質評価 に関連 した知見が多

く、アズキが生体 に及ぼす影響に関する報告ほ とんどな

かった。

　一方、近年、高血圧性臓器障害 と酸化ス トレス との関

連が注 目されている。活性酸素種は、動脈硬化 に深 く関

与する単球 一マクロファージ系細胞の遊走や接着、血管

内皮細胞の機能異常、平滑筋増殖 などを引 き起 こす2)。

また、実験的に高血圧動物の腎臓にマクロファージやリ

ンパ球が多数浸潤 し、ある種の免疫抑制剤 の投与により

浸潤数が減少すると、高血圧 も改善するという報告があ

る3)。 しか しなが ら、ポリフェノール類 を含むアズキ抽

出物が、血圧上昇を抑制するかどうか、あるいは血圧上

昇の際にみ られる臓器への単球 一マクロファージ系細胞

の浸潤 を抑制するかどうかについてはほとんど知 られて

いない。
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Ⅱ.目 的

　本研究では、血圧上昇におけるアズキ抽出物の生理的

役割を明らかにするために、高血圧モデル動物 として汎

用 されている自然発症高血圧 ラッ ト(Spontaneously　 hy-

pertensive　rat;SHR)に アズキ抽出物 を与え、血圧上昇

あるいは心臓や腎臓 中のマクロファージ浸潤 に及ぼすア

ズキ抽出物の影響 を検討することを目的 とした。

Ⅲ

.研 究方法

　本研究は 「青森県立保健大学動物実験に関する指針」

に従って実施 された。

　SHRと 、その対照動物であるWistar　Kyoto　rat(WKY)

を実験動物 として使用した。いずれ も、4週 齢の雄を日

本SLC株 式会社から購入 した。動物は購入後、飼育環境

に1週 間馴化させてから実験に供 した。アズキ抽出物は

北海道中央農業試験場か ら提供された。

　 アズキ抽出物粉末を市販のCE-2飼 料(日 本クレア

株式会社)に 混合 し、アズキ抽出物粉末含有固形飼料 を

作製 した。また、CE-2固 形飼料のみの対照食をアズ

キ抽出物0%飼 料 とした。動物への飼料投与群は、1)

WKY+0%ア ズキ抽出物添加食群、2)WKY+0.8

%群 、3)SHR+0%群 、4)SHR+0.05%群 、5)

SHR+0.2%群 および6)SHR+0.8%群 の6群 とした。

各群 とも1群 の動物数は8匹(n=8)と した。飼料は

5週 齢から13週齢 まで8週 間投与 し、飲料水は自家製蒸

留水 を与えた。飼料および飲料水は自由摂取 とした。な

お、CE-2飼 料の組成は、水分8.6%、 粗 タンパク24.9%、

粗脂肪4.6%、 粗繊維3.7%、 粗灰分6.7%で ある。

　 投与期間中に体重と血圧 を測定 した。投与後10週 に麻

酔下にて屠殺後、腎臓お よび心臓の小片を固定 し定法に

従い組織切片を作製 し、ヘマ トキシリン ・エオシン染色

を施 した。腎臓の問質、糸球体お よび心臓のED　 1(ラ ッ

ト・マクロファージ)に 対する免疫染色 を施 し4)、 単

位面積当た りの陽性細胞数を計測 した。

　 統計処理については、各群問の値の有意差検定は一元

配置分散分析を行った後、Tukey　testを 用いて行 った。結

果は平均値 ±標準誤差で示 した。

図1　 アズ キ抽 出物(ABE)の 収 縮 期血圧 に及ぼす影響.平

　 　均値 ± 標準誤差(n=8).*p<0.05vs　 WKY+0%ABE

　 腎 臓 お よび心 臓 の病 理組織像 は、SHR及 びWKY群 と

もに著 しい 変 化 は観 察 され なか っ た。WKY+0%、

WKY+0.8%、 　SHR+0%お よ び血圧 上昇抑 制が認 め ら

れ た 最 高 用 量 のSHR+0.8%群 の 心臓 ・腎 臓 の マ ク ロ

ファー ジ浸 潤数 を免疫染色 に よ り調べ た。腎臓 の間質 中

で の マ ク ロ フ ァー ジの 浸潤 数 は、WKY+0%群(3.0

±0 .2個)に 比べ 、SHR+0%群 で有 意 に多 かったが、

SHR+0.8%群 で は0%群 に 比べ、有 意 に低 下 してい た

(SHR+　 0%群vs　 SHR+0.8%君 羊,　8.7±0.4　 vs　6.4

±0.3,p<0.01)。 また、糸球体 中の浸潤 もまたWKY+

0%群(1.9±0.1個)に 比 べ 、SHR+0%群 で 有 意 に

多 か ったが 、SHR+0。8%群 で は0%群 に 比べ 、有意 に

低 下 してい た(2.4±0.2vs　 1.6±0.1,　 p<0.01)。 一

方 、心臓 中のマ クロ フ ァー ジの浸 潤数 は、WKY+0%

群(5.4±0.3個)に 比 べ、SHR+0%群 で 有意 に高値

であ った。しか し、アズ キ抽 出物 を投与 したSHR群 で は、

SHR+0%群 に比 べて有意 に減少 していた(SHR+0%

群vs　 SHR+0.8%群,　 14.8　 ±　0.6　 vs　 10.3　 ±　0.4,

p<0.01)。

　 以上 の結 果か ら、アズ キ抽 出物 は、血圧上 昇 を抑制 し、

また、血圧 上 昇 の際 に心 臓 や 腎臓 に認 め られ るマ ク ロ

フ ァー ジ の浸潤 を抑 制す る作 用 を もつ こ とが示 唆 され

た。

Ⅳ.結 果および考察

　アズキ抽出物 を投与 したSHR各 群の体重及び腎臓・心

臓の重量に変化 は認められなかった。

　SHR群 の血圧は、　WKY群 に比べて著 しく上昇 した。

アズキ抽出物 を投与 したSHR各 群の血圧上昇 は投与6

週以降、SHR+0%群 に比べて有意に低下 した(図1)。

　 また、WKY各 群では有意な差はみ られなかった。心

拍 数 は、SHR+0%群 で 上 昇 傾 向 で あ っ た が、

SHR+0.8%群 では抑制傾向が認め られた。
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